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庁議の概要 

開催日 平成21年8月11日（火） 

 

◎項  目 

１ 台風に伴う災害状況等の報告について【危機管理部】 

２ 各部局等の動向について【各部局等】 

 

◎内  容 

１ 台風に伴う災害状況等の報告について【危機管理部】 

危機管理部から、台風に伴う災害等について報告があり、意見交換を行った。 

【概要説明】 

 ・雨量はかなり多かったが、県内での被害は比較的少なく、人家等への被害は、家屋の一部破損が1件、

床上浸水5件、床下浸水14件が5市町村であった。また、5市町村で6世帯11名が自主避難をされ

ていた。 

 ・先日の山口県の事例もあったため、土砂災害警戒情報が発令された市町村の担当者には、電話連絡を

して注意を喚起するとともに住民へのお知らせの指示を出したところである。 

 ・また、今朝5時7分に駿河湾で発生した地震は、マグニチュードが6.5、震源の深さは約23ｋｍ、最

大震度は伊豆市や焼津市で6弱であった。被害状況は調査中であるが、東名高速道路が通行止めにな

っているとのことである。 

 ・知事会や消防庁から支援要請される可能性はあるが、今のところ要請はない。 

 ・気象庁では、東海地震等との関連性について調査することになっている。東海地震はマグニチュード

が8以上で、逆断層であることが判断基準になっており、今回は横ずれの断層であることからも関連

性は少ないようであるが、慎重に調査していくとしている。 

 ・今後の状況や南海地震との連動など、気象庁の発表を見極めていきたい。 

【主な意見】 

 ・今回の台風では大きな被害は出ていない。非常に小規模なものを含めて、河川では県管理分が18件、

市町村管理分が68件、道路では県管理分が14件、市町村管理分が95件であり、（雨量の割に）少な

い被害で済んだ状況である。（土木部） 

 ・災害復旧は規定予算で足りるのか。（副知事） 

 →（国に対して）災害復旧の要望をするつもりである。 

 ・林業では、数件の林道災害などは聞いているが、特に大きな被害はない。（林業振興・環境部） 

 ・農作物では、一部宿毛市や四万十市で水稲が冠水し、約280万円の被害が上がってきている。特に早

稲が被害に遭った。（農業振興部） 

 ・東名高速道路は下の土砂が完全に崩れているので1～2週間では復旧しないかもしれない。ニュースで

は、東海道新幹線は動き出したが在来線は調査中、飛行機は使えるとのことだ。今はお盆で日本人が

大移動をしている時であり、直近の話としては、大勢おいでている観光客にどのような影響が出るの

かということがあるが、南海地震に結びつきはしないかということが非常に心配である。明日（南海

地震が）起きたらどうするかというプランはあるのか。（知事） 

 →今までに作っている計画で対応することになる。 
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 ・どのような対応をするかについては（気象庁の）判定会議の結果で判断することとして、各部局では、

明日明後日に起ったときにどのような状況が生じるのか考えてほしいと思う。 

 →応急対策活動計画の中で、各部各課の地震発生時の動きを整理しているところである。 

 ・関係各課には、それをもう一度見て頭に手順を入れてもらいたい。改めてそれを読み直しておくだけ

でも違うと思う。また、応急対策も必要だろうが、国でも作り始めようとしている業務継続計画を県

でも作った方がいいかもしれない。（知事） 

 →応急対策活動計画の中で各部局の対応を整理してもらっており、今後は、少ない人数が様々な制限が

ある中でどのように対応していくかという業務継続計画につなげていくための作業をしていく。 

 

２ 各部局等の動向について【各部局等】 

総務部が取りまとめた各部局の今週の動きに関する資料を配布の上、各部局等より概要説明を行った。 

 

３ その他 

【主な意見】 

 ・大変暑い中、適宜、休むべき時は休むということで、職員の皆さんには交替で休みを取ってもらいた

いと思う。ただ、地震のことについては、もう一度手順を見直すことの周知徹底をしてほしい。一度

読んでおくだけでも全然違ってくると思う。（知事） 

 


